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概要概要

本リリースノートには、AMQ Streams 1.3 リリースに含まれる新機能、改良された機能、修正、お
よび問題に関する最新情報が含まれています。
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第1章 機能

1.1. KAFKA 2.3.0 のサポート

AMQ Streams は Apache Kafka バージョン 2.3.0 に対応するようになりました。

AMQ Streams は Kafka 2.3.0 をベースにしています。Red Hat によってビルドされた Kafka ディストリ
ビューションのみがサポートされます。

アップグレードの手順は、AMQ Streams and Kafka upgrades  を参照してください。

詳細は、Kafka 2.2.1 および Kafka 2.3.0  のリリースノートを参照してください。

注記注記

Kafka 2.2.x は、アップグレードの目的のみで AMQ Streams でサポートされます。

サポートされるバージョンの詳細は、カスタマーポータルの「Red Hat AMQ 7 コンポーネントの詳
細」を参照してください。

第第1章章 機能機能
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_amq/7.5/html-single/using_amq_streams_on_red_hat_enterprise_linux_rhel/#assembly-upgrade-str
https://www.apache.org/dist/kafka/2.2.1/RELEASE_NOTES.html
https://www.apache.org/dist/kafka/2.3.0/RELEASE_NOTES.html
https://access.redhat.com/ja/articles/5950401


第2章 機能拡張
このリリースで改良された機能は次のとおりです。

2.1. KAFKA 2.3.0 で改良された機能

Kafka 2.3.0 に導入された改良機能の概要は、Kafka 2.3.0 Release Notes  を参照してください。
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第3章 テクノロジープレビュー

重要重要

テクノロジープレビューの機能は、Red Hat の実稼働環境のサービスレベルアグリーメ
ント (SLA) ではサポートされず、機能的に完全ではないことがあるため、Red Hat はテ
クノロジープレビュー機能を実稼働環境に実装することは推奨しません。テクノロジー
プレビューの機能は、最新の技術をいち早く提供して、開発段階で機能のテストや
フィードバックの収集を可能にするために提供されます。サポート範囲の詳細は、「テ
クノロジプレビュー機能のサポート範囲」を参照してください。

3.1. JAEGER を使用した分散トレーシング

注記注記

これはテクノロジープレビューの機能です。

本リリースでは、通常の Kafka アーキテクチャーにおけるトランザクションの分散トレーシングのサ
ポートが追加されました。同梱の OpenTracing Java ライブラリーを使用して、クライアントアプリ
ケーションを活用し、メッセージの生成や消費などのトランザクションの追跡を生成できます。

分散トレースは、以下のコンポーネントでサポートされます。

Kafka クラスター

プロデューサーおよびコンシューマー

Kafka Streams アプリケーション

Mirror Maker

Kafka Connect

トレースデータは Jaeger を使用してユーザーインターフェースで確認できます。この情報を使用し
て、エンドツーエンドの Kafka クラスターの操作を監視し、ターゲットシステムおよびアプリケーショ
ンのパフォーマンス問題をデバッグできます。

Jaeger ユーザーインターフェースのクエリー例ユーザーインターフェースのクエリー例

第第3章章 テクノロジープレビューテクノロジープレビュー
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3.2. OAUTH 2.0 認証

注記注記

これはテクノロジープレビューの機能です。

AMQ Streams は、SASL OAUTHBEARER メカニズムを使用して OAuth 2.0 認証の使用をサポートし
ます。

OAuth 2.0 のトークンベースの認証を使用すると、アプリケーションクライアントはアカウントのクレ
デンシャルを公開せずにアプリケーションサーバー (「リソースサーバー」と呼ばれる) のリソースにア
クセスできます。クライアントは、認証手段としてアクセストークンを提示します。アプリケーション
サーバーはこのアクセストークンを使用して、付与されたアクセス権限のレベルに関する情報も検索で
きます。承認サーバーは、アクセスの付与とアクセスに関する問い合わせを処理します。

AMQ Streams のコンテキストでは以下が行われます。

Kafka ブローカーはリソースサーバーとして動作する。

Kafka クライアントはリソースクライアントとして動作する。

ブローカーおよびクライアントは、必要に応じて OAuth 2.0 承認サーバーと通信し、アクセストークン
を取得または検証します。

AMQ Streams のデプロイメントでは、OAuth 2.0 インテグレーションは以下を提供します。

Kafka ブローカーのサーバー側の OAuth 2.0 サポート。

Kafka MirrorMaker、Kafka Connect、および Kafka Bridge のクライアント側 OAuth 2.0 サポー
ト。

Red Hat Single Sign-On の統合の統合

Red Hat Single Sign-On を承認サーバーとしてデプロイし、AMQ Streams と統合するために設定する
ことができます。

Red Hat Red Hat Single Sign-On を使用して、以下を実行できます。

Red Hat AMQ 7.5 AMQ Streams 1.3 on RHEL リリースノートリリースノート
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Kafka ブローカーの認証の設定

クライアントの設定および承認

ユーザーおよびロールの設定

アクセスの取得およびトークンの更新

「OAuth 2.0 トークンベース認証の使用」を参照してください。

第第3章章 テクノロジープレビューテクノロジープレビュー
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_amq/7.5/html-single/using_amq_streams_on_red_hat_enterprise_linux_rhel/#assembly-oauth-str


第4章 修正された問題
AMQ Streams 1.3 で修正された問題を、以下の表に示します。

課題番号課題番号 説明説明

ENTMQST-1287 コンシューマー作成の操作では、応答に HTTP コー
ド 500 が含まれていてはいけない

ENTMQST-1194 無効な JSON デコード時の未処理の例外

ENTMQST-1185 consumerOrPartitionNotFound テストの修正

Red Hat AMQ 7.5 AMQ Streams 1.3 on RHEL リリースノートリリースノート
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https://issues.jboss.org/browse/ENTMQST-1287
https://issues.jboss.org/browse/ENTMQST-1194
https://issues.jboss.org/browse/ENTMQST-1185


第5章 既知の問題
AMQ Streams 1.3 の既知の問題を以下の表に示します。

課題番号課題番号 説明説明

ENTMQST-1188 AMQ Streams Kafka Bridge のロギングレベルはデ
フォルトで DEBUG に設定されます。生成されたロ
グのサイズを縮小し、パフォーマンスを向上させる
には、config/log4j.properties ファイルを編集し
て、ログレベルを INFO に設定します。

log4j.logger.io.strimzi.kafka.bridge=INFO, out

詳細は、「Kafka Bridge のロガーの設定」を参照し
てください。

第第5章章 既知の問題既知の問題
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https://issues.jboss.org/browse/ENTMQST-1188
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第6章 サポートされる統合製品
AMQ Streams 1.3 は、以下の Red Hat 製品とのインテグレーションをサポートします。

OAuth 2.0 サポート用の Red Hat Single Sign-On 7.3（テクノロジープレビュー機能）

これらの製品によって AMQ Streams デプロイメントに導入可能な機能の詳細は、AMQ Streams 1.3 の
ドキュメントを参照してください。
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第7章 重要なリンク
Red Hat AMQ 7 でサポートされる構成

Red Hat AMQ 7 コンポーネントの詳細

改訂日時：改訂日時： 2022-07-02 18:16:13 +1000

第第7章章 重要なリンク重要なリンク
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https://access.redhat.com/articles/2791941
https://access.redhat.com/articles/3188232
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